様式第１号別紙３（第７条関係）
誓　約　書
	同意チェック欄
	私は、津南町事業承継支援事業補助金を申請するにあたり、下記の誓約事項を確認し、同意します。

	□
	


【誓約事項】
	１　申請日から起算し、１年前までに事業承継を完了しています。
　※法人の事業承継の場合は、補助対象者が法人の代表に就任する登記を完了させていること
　　個人の事業承継の場合は、承継元の廃業届及び継承者の開業届の受理がされていること、又は
それに準ずる手続きがされていること
２　事業承継前に従事していた従業員のうち、継続して勤務を希望する者全員を雇用します。
３　事業承継前に使用していた不動産物件や設備の引継ぎ、売買及び事業の一部だけの承継ではありません。
４　承継する事業が支店扱い又は個人事業の法人化ではありません。
５　事業承継後３年以上継続して事業を営みます。
６　承継する事業が社会福祉法人、医療法人、特定非営利活動法人、一般社団・財団法人、公益社団・財団法人、学校法人、宗教法人、農事組合法人、農業法人、組合及び農業ではありません。
７　事業承継にあたり、中小企業等経営強化法（平成11年法律第18号）第31条第1項に基づく認定経営革新等支援機関又は、新潟県事業承継・引継ぎ支援センターに相談を行っています。
８　私（当法人）は本申請以前に別の事業承継に係る当該補助を受けていません
９　承継する事業が商工業の場合、津南町商工会の会員に登録します。
10　許認可等を必要とする事業を承継する場合、法令順守の下その許認可等を全て受けています。
11　私は次のいずれにも該当しません。
①　暴力団（津南町暴力団排除条例（平成23年津南町条例第16号）第２条第１号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）
②　暴力団員（津南町暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）
③　役員等（法人である場合は役員又は支店若しくは営業所の代表者その他これらと同等の責任を有する者をいい、法人以外の団体である場合は代表者、理事その他これらと同等の責任を有する者をいう。）が暴力団員であるもの
④　暴力団又は暴力団員が経営に実質的に関与しているもの
⑤　自己、その属する法人その他の団体若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用しているもの
⑥　暴力団又は暴力団員に対して資金を提供し、又は便宜を供与するなど直接的又は積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与しているもの
⑦　その他暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有するもの
10　私は、暴力団員等であるか否かの確認のため、新潟県警察本部に対して照会が行われる場合があることに同意し、当該照会に必要な役員等の情報（役職名、氏名、生年月日、性別、住所）を記載した名簿の提出を求められた場合は、指定の期日までに津南町に提出します


